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 気仙スギ丸太の強度 
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１ 研究のねらい 

 岩手県沿岸南部の気仙地域において、スギは

主要な造林樹種であり、「気仙スギ」としてブラ

ンド化が推進されている。この地域は生育条件

が良好であり、その蓄積量も増加しつつある。

 今回、建築用材としての利用適性について調

査した。 

 

２ 試験方法 

 供試材は、気仙管内４市町のスギ４林分から

それぞれ立木を 20～25 本選定し、採材長は４ｍ

で１～４番玉まで採材することを基本とした。

 所定の寸法に玉切りした丸太の形質調査を行

い、動的ヤング係数を測定した。 

３ 結 果 
 供試丸太の動的ヤング係数は１番玉の値に比

べ２、３番玉の値が高かった。（図－１） 
 また、末口径が太くなるにつれ動的ヤング係

数が低下する傾向が認められた。（図－２） 
 これは末口径の太い丸太には動的ヤング係数

の低い１番玉の丸太が多く含まれているためで

あり、強度面からの用途区分が必要な場合に、

径級毎の仕分けによりある程度の対応が可能で

あると考えられた。 
 
４ 今後の進め方 
 気仙地域産スギ丸太から製材された製材品に

ついて、その特徴と強度性能等についてのデー

タを解析し、「気仙スギ」としての材料性能を明

らかにしてゆく予定である。 
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供試スギ丸太 

 

 
動的ヤング係数の測定 

 

図－２　末口径別丸太の動的ヤング係数
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図－１　番玉別丸太の動的ヤング係数
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